
「三竺

rなせだろう？」と考える

それがr科学」なんです
組織工学研究所所畏

糸川英夫さん

日本の宇宙開発の歴史は， 1955 年のペンシルロケットの発射実験から始まりま

した．長さわずか23cmのロケット試射の成功が，後の宇宙観測用ロケットや人

工衛星打ち上げにつながっていったのです． そのペンシルロケットを開発され

たのが，今回ご登場いただいた糸川英夫先生です． 今年2月にはH-IIロケット

が打ち上げに成功しました そこで日本のロケット開発の先駆者である糸川先

生にロケット開発についてお聞きしようとしましたが， 「H-IIロケットは科学

じゃない． あれは技術なんです」というお答え． では “科学” っていったい何

だろう？ その科学的発想について先生にうかがってみました．

（
 

糸川先生も
『子供の科学』
の読者だった

、
’
ノ

ころ

Q ：以前あるテレビ番組で，子供の頃先生は

『子供の科学』の読者だった， とおっしゃっ

られましたが．
「ええ，そうなんですよ ． 創刊号から買って

ころ

読んでいました ． 子供の頃から科学にはとて

も興味があったし，機械工作も好きでしたか

ら， 「子供の科学』の記事を見ながら自分で

ラジオなんか作ったものですよ ． 当時は今の

ようないいラジオもなかったですしね ．
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そし

て出来上がったラジオを鳴らしてみたら，

れがいい音がするんですね．

ましたねぇ ．

こ

その時は感動し

（最新号の 『子供の科学jを手にとって）

はあー，最近のものはずいぶん内容も変

わってきてるんですねぇ．雑誌の創刊当時に

主幹をなさってたのは原田三夫さんという方

でしたが，籍は創刊号を読んでから， この人

はすごい人だなーと思って，もう大ファンで

したよ ． 結局僕はこうして科学者になったわ

けですから，言ってみれば「子供の科学jは

僕にとって隠叉というわけですね（笑）」

（
 

ヽ
ノ

5ちT才が卜ツヶ口ーHの産国純日先．．
 

Q
 

“科学’'と “技術’'は
まった＜別のもの

れましたが， ごらんになりましたか．
「ええ，H-IIロケットを開発した技術者は全

でし

部僕のお弟子さんたちなんですよ ． 彼らが
やったことに対してはよくやったね，とほめ

でもあれは “科学” でてあげたいんですが，
まずはっきりいえることは

ちが“科学” と ‘‘技術 ’'は全然違うという ことで
てつがく

す ． 科学は哲学，技術は商売なんです ．

には科学技術庁なんていうのがありますが，

はないんです ．

日本

子科の創刊号． 糸川先生も子科
を愛読して少年時代を過ごし
た．

科学と技術をいっしょにするなんて，おかし
いんです ． 理工学部なんていう学部が大学に
あるのも不思議ですよ． 科学，つまりサイエ
ンスは昔からピタゴラスとかデカルトとか，
炉輩者がつくったものです ． 日本には技術ば
かりで科学がないんですよ」
Q ：つまり発想に柑箪がないと
「そう ． 僕は本を読む時も，科学と技術を

はっきり分けて考えられているかどうかを基
準にしているんですが，

ぶ“jl,ヽしゅんじゅう

「月刊文藝春秋J
最近読んだものでは

し ばりょうたろう

のなかで司馬遼太郎さんが
書かれた明治から現在まで日本の100年につ
いてのものが科学的でおもしろかったです
ね ． 彼は科学者ではないけれど，科学的なも
のの考え方ができる人だと思います ． 内容は
歴史ですが，彼の言ってる ことは立派なサイ
エンスだと思いました ．

ほんやく

最近僕が翻訳した本にイギリスの科学者
ガ イ ア

「GAIA生ジェ ー ムス• E ・ ラヴロック の
わくせい

命惑星 ・ 地球」という本があります この本
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